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無機ケイ素化合物（ガラス、シリカ、ゼオライト等）や有機ケイ素化合物（シリ

コーン等）の基本単位であるオルトケイ酸（Si(OH)4）は、テトラアルコキシシラ

ン（Si(OR)4）や四塩化ケイ素（SiCl4）の加水分解行程において中間体として

発生するが、極めて不安定であり単離された例は皆無である。これまでにな

い機能や高い性能を有するケイ素材料を製造するために、“真の前駆体”であ

るオルトケイ酸の安定な合成と単離が求められてきた。 

一方、自然界には石などから溶出したごく低濃度のオルトケイ酸が存在して

おり、動植物は天然のオルトケイ酸を吸収し、組織の一部として蓄積している。

動植物がオルトケイ酸を取り込むメカニズムの詳細を明らかにするためにも、

オルトケイ酸の詳細な分子構造の解明が求められてきた。 

オルトケイ酸を安定に合成することを目的とし、無水条件による合成法の開

発を検討した。Pd/C 触媒存在下、ベンジル保護基を有するケイ素化合物を水

素化分解することで、オルトケイ酸を安定に合成し、粉体化することに成功し

た。さらに、中性子結晶構造解析により、その詳細な構造を世界で初めて明ら

かにすることに成功した。同様の反応によりオルトケイ酸の 2量体、環状 3量

体、環状 4 量体の合成に成功し、X 線結晶構造解析によってそれらの構造を

明らかにした。 
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